


























近縁種をモデルとして、1) 胚発生過程における表皮形態形成、 2) 種固有の個体サイズ制御、
の 2つの観点から個体形態の制御メカニズムの解析を行った。 
1) C. elegansの表皮形態形成における PAF1複合体の機能および局在解析 
 C. elegans胚の表皮形態形成をモデルとして、転写制御因子 PAF1複合体の機能および局在
解析を行った。PAF1複合体は酵母からヒトまで進化的に広く保存された転写調節に関わる複
合体であり、5つの構成因子（PAFO-1、、CTR-9、、CDC-73、LEO-1、RTFO-1）からなる。先









2) C. elegansとその姉妹種 C. inopinataを用いた個体サイズ制御メカニズムの解析 
 近年、沖縄でイチジクの一種であるオオバイヌビワの花嚢から新種の線虫 C. inopinataが発
見され、ゲノム解析の結果、C. elegansに最も近縁の種であることが明らかになった (森林総
研・神崎、宮崎大・菊地ら、未発表データ) 。興味深いことに、C. inopinataは C. elegansに
比べて個体サイズが二倍も大きい(C. elegans平均 1 mm、最大 1.5 mm、C. inopinata平均 1.7 mm、
最大 3.0 mm) (図 1) ことから、個体サイズ制御メカニズムを遺伝子レベルで解析することに
適したモデルであると考え、以下の解析を行った。 












である sma-4、lon-1、コラーゲンをコードする dpy-10、lon-3）の C. inopinata オルソログを
RNA 干渉法によってノックダウンした結果、C. elegans と同様に個体サイズが変化した。さ
らに、個体サイズ差が生じる前後の時期の転写量変化について比較を行った結果、TGF-β経
路の遺伝子群については二種で顕著な違いは見られなかったが、成虫におけるコラーゲン遺
伝子群の転写量低下の程度が C. elegansに比べて C. inopinata成虫では低いことが見出された。 







図 1 C. elegans（上）と C. inopinata（下）の微分干渉顕微鏡写真。スケールバーは 100 µm。 
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